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　県別の表は、各県に所在する海上保安部署において取り扱った海難の合計数を示しています。 ※数値は速報値です。
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　【衝突海難事例１】
漁船A丸は操業を終えて、自動操舵にて帰
港中のところ、周囲の見張りを行わずに船
尾甲板で漁の片付けをしていたため、接近
していた相手船に気付くことなく衝突して
しまいました。

　【衝突海難事例２】
漁船B丸は操業を終えて遠隔操縦にて帰港
中のところ、進路前方約１海里に漁船C丸
を認めましたが、その後の十分な見張りを
行うことなく航行していました。一方、漁
船C丸は錨泊して後部甲板上で周囲の見張
りを十分に行うことなく操業の準備をして
いたところ、近づいてくる漁船B丸を衝突
の20秒前に認め、大声を出して注意喚起を
行いましたが、衝突を避けるための動作を
行わなかったことから、B丸とC丸は衝突し
てしまいました。

　　　★衝突海難多発注意報！
３月の漁船海難１２隻のうち衝突海難が５隻
と最多！衝突海難の事例１と事例２を教訓
に「海難事例から学ぼう！」
◆航行中に漁具の手入れや漁獲物の仕分け
を行って、見張りがおろそかになっていません
か？それはダメ！常時、的確な見張りを行い
ましょう！
◆「相手船が避けてくれるだろう」と思わず、
「早めに」「自分から」衝突を避ける動作をと
りましょう！


